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◇平成20年12月発行／大鹿村役場　◇印刷／龍共印刷株式会社 

私たちの村 

ホームページアドレス http://www.vill.ooshika.nagano.jp 
　　〃　　（観光） http://www.ooshika.com 

電子メールアドレス info@vill.ooshika.nagano.jp

平成20年12月１日現在　※（ ）内は前月比 

人口 1,246人(－2)／男 596人（－1）／女 650人（－1）／世帯数 548戸（＋1） 

福徳寺大銀杏の落葉  ―寒さの厳しい朝、大銀杏の樹は一斉に色付いた葉を落とします― 
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十
一
月
九
日
に
大
鹿
村
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
産
業
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
七
月
の
高
温
・
干
ば

つ
や
八
月
下
旬
・
九
月
下
旬
の
天

候
不
順
に
よ
り
、
農
作
物
の
一
部

に
お
い
て
、
品
質
低
下
等
の
影
響

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
野
菜
・
果

実
・
雑
穀
等
合
計
一
〇
三
点
出
品

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

文
化
展
に
お
い
て
も
、
手
芸
・
写

真
・
書
・
小
中
学
生
の
作
品
等
多

数
出
展
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
が
悪
く
参
加
者

の
出
足
も
ま
ば
ら
で
し
た
が
、
イ

ベ
ン
ト
等
始
ま
る
頃
に
は
、
村
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
賑
や
か
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

尚
、
今
年
度
の
優
秀
産
業
功
労

者
は
次
の
方
々
で
、
当
日
表
彰
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
☆
優
秀
産
業
功
労
者

　

前
澤　

治
夫
（
農
業
部
門
）

　

西
尾　
　

寛
（
商
業
部
門
）

　

伊
東　
　

要
（
林
業
部
門
）

平
成　

年
度
大
鹿
村
表
彰
者

２０

　　

大
鹿
村
表
彰
規
則
に
よ
り
、村
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者

該
当
な
し

褒

状

菅
沼
五
郎 
春
江 
ご
夫
妻

　

永
き
に
亘
り
郷
土
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
夫
婦
と
も
に
八

十
八
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
長
寿
と
ご
努
力

を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

近
藤
金
子 
様

　

日
頃
の
健
康
管
理
の
心
掛
け
と
、
ご
努
力
に
よ
り
百
歳
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
長
寿
を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

感
謝
状
受
賞
者

株
式
会
社
三
六
組　

代
表
取
締
役
社
長　

長
坂
亘
治 
様

　

大
鹿
村
の
地
域
振
興
、
環
境
保
全
の
た
め
に
と
多
額
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
達
史
幸 
様

　

村
の
振
興
に
と
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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鹿
村
産
業
文
化
祭
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　　　　　　　　　　　《準特選》　１年　菅沼　真由さん　「「税」とくらしのかかわり」

　　　　　　　　　　　《入　選》　３年　木村きららさん　「税金で自分に良い暮らし」

《関東信越税理士会飯田支部長賞》　２年　田島　智子さん　「税金の重さ」

＊本文は、割愛させていただきます

大鹿村長賞
６年　阪村明希子さん

税 務 だ よ り 平成20年12月号 
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

平成20年度平成20年度　大鹿村租税教育推進協議会表彰大鹿村租税教育推進協議会表彰
　大鹿村租税教育推進協議会の総会が10月28日に行われ「税に関するポスター」・「税に関する標語」の中から優秀

な作品が選ばれ、児童生徒の皆さんが表彰を受けました。

　また、飯田地区納税貯蓄組合連合会主催の中学生の「税についての作文」では、３名が優秀作品に選ばれました。

表彰作品は11月９日の大鹿村産業文化祭で展示をいたしました。

●小学生　ポスターの部

飯田税務署長賞
６年　伊波　瑠奈さん

下伊那地方事務所長賞
５年　�山　ゆうさん

大鹿村議会議長賞
６年　篠元　真人さん

大鹿村教育委員長賞
５年　元吉　　空さん

大鹿村商工会長賞
５年　磯部　真志さん

平成20年度　中学生「税についての作文」受賞者　飯田地区納税貯蓄組合連合会主催

●
中
学
生　

標
語
の
部

＊
大
鹿
村
長
賞

日
本
の　

街
と
笑
顔
を　

作
る
税

一
年　

菅
沼　

真
由
さ
ん

＊
飯
田
税
務
署
長
賞

国
づ
く
り　

は
じ
め
の
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
金
で

三
年　

齋
藤　

星
哉
さ
ん

＊
下
伊
那
地
方
事
務
所
長
賞

税
金
を　

納
め
て
う
る
お
う

　
　
　
　
　
　

み
ん
な
の
明
日

二
年　

田
島　

智
子
さ
ん

＊
大
鹿
村
議
会
議
長
賞

税
金
は　

暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
黒
柱

二
年　

平
瀬　

左
京
さ
ん

＊
大
鹿
村
教
育
委
員
長
賞

税
金
は　

僕
ら
の
未
来　

切
り
開
く

二
年　

木
間　

隼
人
さ
ん

＊
大
鹿
村
商
工
会
長
賞

税
金
で　

明
る
い
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
歩

三
年　

下
澤　

莉
奈
さ
ん
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　地方公共団体の活動は、住民福祉の向上を図ることを目的としているため、その意義は民間企業とは一部

異なったものとなっています。しかしながら企業会計手法を地方公共団体にふさわしい形で導入することは

重要であり、又、さまざまな方法で村の財政状況を把握し、その内容を村民の皆様にわかりやすくお伝えす

ることも重要になっています。  

　このような点から、これまでの予算・決算などの財政状況についての公表に加え、バランスシートを作

成、公表しています。今月号では平成１９年度のバランスシートとその概要をお知らせします。 

村のバランスシートを公表します 村のバランスシートを公表します 

　

地
方
公
共
団
体
の
予
算
・
決
算
・

財
政
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
指
標
に
よ
り
公
表
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
予
算
・
決

算
は
一
年
間
の
お
金
の
出
入
り
の

み
を
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

あ
る
公
共
施
設
等
の
資
産
価
値
や

今
後
返
済
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

借
金
な
ど
の
負
債
が
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
が
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
一
定
の
時
点
に
お
い

て
村
が
保
有
す
る
す
べ
て
の
「
資

産
」、「
負
債
」、「
正
味
資
産
」
に

つ
い
て
の
蓄
積
情
報
を
明
ら
か
に

し
、
財
政
状
況
を
総
括
的
に
表
し

た
も
の
が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
す
。

る
こ
と
が
で
き
、
市
町
村
ご
と
の

資
産
形
成
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
又
、
村
が
将
来

返
済
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
負

債
」
と
、
返
済
を
要
し
な
い
「
正

味
資
産
」
も
わ
か
り
ま
す
。

は
約
八
十
八
億
円
で
前
年
度
に
比

べ
約
四
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

資
産
の
内
訳
は
、
有
形
固
定
資

産
（
建
物
・
土
地
な
ど
）
が
約
九

十
八
億
円
で
資
産
合
計
の
八
十
三

％
を
占
め
て
お
り
、
残
り
の
約
二

十
億
円
は
基
金
や
投
資
・
出
資
金
、

未
収
金
な
ど
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
い
う
「
資
産
」
は
民

間
企
業
と
は
異
な
り
、
原
則
売
却

は
で
き
な
い
の
で
『
村
が
こ
れ
ま

で
に
力
を
注
い
だ
社
会
資
本
整
備

の
実
績
』
と
考
え
る
ほ
う
が
良
い

で
し
ょ
う
。

　

負
債
は
将
来
の
世
代
が
負
担
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
地

方
債
残
高
が
約
二
十
六
億
円
、
退

職
給
与
引
当
金
が
約
四
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
味
資
産
は
、
補
助
金
や
こ
れ

ま
で
の
世
代
が
負
担
し
て
き
た
税

金
な
ど
に
な
り
ま
す
が
、
国
及
び

県
の
補
助
金
分
が
約
二
十
一
億
円
、

村
税
な
ど
の
一
般
財
源
な
ど
が
約

六
十
七
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
国

と
県
、
村
民
が
お
金
を
出
し
合
っ

て
約
八
十
八
億
円
の
資
産
を
現
在

ま
で
に
残
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

味
資
産
構
成
比
率
）
は
約
七
十
五

％
に
な
り
ま
す
。
正
味
資
産
は
将

来
の
返
済
や
支
出
を
伴
わ
な
い
も

の
な
の
で
、
一
般
的
に
こ
の
数
値

が
高
い
ほ
ど
良
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
十
九
年
度
は
前
年
度
と

お
な
じ
割
合
で
し
た
。

■
流
動
比
率

　

支
払
能
力
を
判
断
す
る
流
動
比

率
（
流
動
負
債
に
対
す
る
流
動
資

産
の
割
合
）は
、二
二
四
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
流
動
比
率
は
、
短
期

負
債
に
対
す
る
企
業
の
支
払
い
能

力
を
評
価
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ

る
数
値
で
、
一
般
的
に
二
〇
〇
％

以
上
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
村
の
場
合
は
そ
の
数
値

を
超
え
て
お
り
当
面
の
資
金
に
余

裕
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

■
予
算
額
対
資
産
比
率

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
お
け
る
資

産
合
計
は
村
の
社
会
資
本
形
成
の

総
額
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
社
会

資
本
形
成
に
何
年
分
の
歳
入
が
使

わ
れ
た
か
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、

ど
れ
く
ら
い
社
会
資
本
整
備
が
進

ん
で
い
る
か
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
村
で
は
、
平
成
十
九
年

度
歳
入（
二
十
億
九
、一
一
〇
万
円
）

の
約
六
年
分
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
値
が
高
い
ほ
ど
社
会
資
本
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
と
判
断
で
き

ま
す
が
、
そ
の
逆
に
維
持
管
理
が

か
か
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
？

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
見
方

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
表
の
左
側

（
借
方
）
に
は
取
得
し
た
資
産
の
年

度
末
残
高
を
計
上
し
、
右
側
（
貸

方
）
に
は
そ
れ
ら
の
資
産
を
取
得

す
る
た
め
に
使
っ
て
き
た
お
金
の

財
源
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

税
金
や
補
助
金
、
村
債
等
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
資
産
の
行
政
目
的
別

の
割
合
が
明
ら
か
に
な
り
、
村
が

こ
れ
ま
で
ど
の
分
野
の
社
会
資
本

整
備
に
力
を
注
い
で
き
た
か
を
知

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
基
準

　

今
回
作
成
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
、
一
般
企
業
の
行
っ
て
い
る

複
式
簿
記
に
よ
ら
ず
、
全
国
の
市

町
村
が
共
通
の
資
料
に
基
づ
き
比

較
的
容
易
か
つ
継
続
的
に
作
成
で

き
る
よ
う
示
さ
れ
た
、
総
務
省
の

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
準
じ
た
も
の
で
、
昭
和

四
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度

ま
で
の
三
十
九
年
間
に
村
が
形
成

し
た
資
産
な
ど
を
示
す
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に

使
っ
て
き
た
お
金
や
そ
の
財
源
等

を
集
計
し
、
平
成
二
十
年
三
月
三

十
一
日
を
基
準
日
と
し
て
作
成
し

ま
し
た
。
又
、
対
象
と
す
る
会
計

は
普
通
会
計
の
み
と
し
て
い
ま
す
。

村
の
資
産
と
負
債

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
、
村
が

保
有
し
て
い
る
総
資
産
は
約
一
一

八
億
円
に
な
り
、
前
年
度
に
比
べ

約
六
億
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
負
債
は
約
三
十
億
円
で
前

年
度
に
比
べ
約
一
億
円
の
減
少
と

な
り
、
差
引
い
た
後
の
正
味
財
産

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
分
析
す
る
と

■
正
味
資
産
構
成
比
率

　

村
に
お
い
て
、
資
産
合
計
に
対

す
る
正
味
資
産
の
合
計
の
割
合（
正
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借　　　　　　　方

増減額１８年度末１９年度末［資産の部］

１．有形固定資産
△　828万円8億3,518万円8億2,690万円（１）総務費

△　3,097万円5億9,741万円5億6,644万円（２）民生費

△　747万円2億9,843万円2億9,096万円（３）衛生費

000（４）労働費

△2億2,653万円28億3,558万円26億　905万円（５）農林水産業費

△　1,076万円4億7,394万円4億6,318万円（６）商工費

△　6,917万円22億9,932万円22億3,015万円（７）土木費

△　1,499万円1億4,931万円1億3,432万円（８）消防費

△　5,460万円27億1,566万円26億6,106万円（９）教育費

△　109万円4,156万円4,047万円（10）その他

△4億2,388万円102億4,640万円98億2,252万円計
0万円2億7,308万円2億7,308万円（うち土地　

△4億2,388万円102億4,640万円98億2,252万円有形固定資産合計

２．投資等

△　4,857万円1億　484万円5,627万円（１）投資及び出資金

0万円0万円0万円（２）貸付金

（３）基金

△　5,598万円10億6,318万円10億　720万円　①特定目的基金

0万円6,012万円6,012万円　②土地開発基金

0万円338万円338万円　③定額運用基金

△　5,598万円11億2,668万円10億7,070万円　　基金計

△　8,006万円8,006万円0万円（４）退職手当組合積立金

△1億8,462万円13億1,159万円11億2,697万円投資等合計

３．流動資産

（１）現金・預金

3,259万円2億5,803万円2億9,062万円　①財政調整基金

259万円5億1,565万円5億1,824万円　②減債基金

961万円4,921万円5,882万円　③歳計現金

4,479万円8億2,290万円8億6,769万円現金・預金計

（２）未収金

△　12万円66万円54万円　①地方税

△　44万円49万円5万円　②その他

△　56万円115万円59万円　　未収金計

4,422万円8億2,405万円8億6,827万円流動資産合計

△5億6,427万円123億8,203万円118億1,776万円資　産　合　計

貸　　　　　　　方

増減額１８年度末１９年度末［負債の部］

１．固定負債

△2億4,278万円24億3,933万円21億9,655万円（１）地方債

（２）債務負担行為

0万円0万円0万円　①物件の購入等

0万円0万円0万円　②債務保証又は損失補償

0万円0万円0万円　　債務負担行為計

1億1,194万円2億7,797万円3億8,991万円（３）退職給与引当金

△1億3,085万円27億1,730万円25億8,645万円固定負債合計

２．流動負債
△　1,138万円3億9,866万円3億8,728万円（１）翌年度償還予定額

0万円0万円0万円（２）翌年度繰上充用金

△　1,138万円3億9,866万円3億8,728万円流動負債合計

△1億4,222万円31億1,595万円29億7,373万円負債合計

増減額１８年度末１９年度末［正味資産の部］

184万円7億6,790万円7億6,974万円１．国庫支出金

△1億3,420万円14億9,168万円13億5,748万円２．都道府県支出金

△2億8,970万円70億　650万円67億1,680万円３．一般財源等

△4億2,206万円92億6,608万円88億4,402万円正味資産合計

△5億6,427万円123億8,203万円118億1,776万円負債・正味資産合計

平成１９年度決算　大鹿村普通会計バランスシート
（平成２０年３月３１日現在） ＊四捨五入の関係で合計額が合わない場合があります。

（注）［資産の部］１．有形固定資産に係る事項

　　　　○対象は、村営水道特別会計を除く普通会計等において、昭和44年度(1969年度)以降に取得又は建設された村の施設

　　　　○減価償却等の状況

　　　　　【取得価格計：255億4,244万円　－　減価償却累計額:157億1,991万円　＝　有形固定資産計　98億2,252千円】

　　［資産の部］２．投資等、及び［負債の部］１．固定負債に係る事項

　　　　○退職手当組合積立金及び退職給付引当金については、健全化判断比率を算出した数値。(Ｈ19年度より)

※債務負担行為に係る補償等　　　①物件の購入等に係るもの　　　　　　　　　　　　　0　千円

　　　　　　　　　　　　　　　　②債務保証及び損失補償に係るもの　　　　　　　　　0　千円

　　　　　　　　　　　　　　　　③利子補給等に係るもの　　　　　　　　　　　　　　0　千円

　〔参　考〕

説　　　　　　　明18年度19年度

1,2991,259　年度末人口　　　　　　　　　(人)

一人当りの正味資産割合713703　村民一人当りの資産額　　　(万円)

一人当りの負債割合240236　村民一人当りの負債額　　　(万円)

負債合計(退職給与引当金を除く)から流動資産合計を引き、人口で割った将来負担割合124106　村民一人当りの将来負担　　（万円）

後世代による社会資本負担率。有形固定資産に対する負債合計(退職給与引当金を除く)の割合。
　　低い方が将来の負担が少ない

27.726.3　世代間負担比率　　　　　　　（％）

企業会計でいう自己資本比率。正味資産に対する資産合計の割合。　　一般的に高い方が良い74.874.8　正味資産構成比率　　　　　　（％）

流動負債に対する流動資産の割合。　　　一般的に高い方が良い206.7224.2　流動比率　　　　　　　　　　（％）

資産合計に対する歳入の割合。　　一般的に高い方が良いが維持管理費の増額がありえる。6.75.6　予算額対資産比率

〔村の公式ホームページでは、さらに詳しい分析と過去のバランスシートを掲載していますので、そちらもご覧ください。〕
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日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合 

　
　
　
　
定
期
総
会
に
参
加
し
て 
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合 

　
　
　
　
定
期
総
会
に
参
加
し
て 
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合 

　
　
　
　
定
期
総
会
に
参
加
し
て 

吉
　
川
　
詩
　
子 

参
加
し
ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
四

国
、
九
州
ま
で
日
本
全
国
各
地
か

ら
十
八
の
連
合
加
盟
町
村
の
首
長

他
、
百
数
十
名
集
ま
り
、
そ
こ
で

ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
十
五
分

間
の
発
表
で
し
た
。
前
日
よ
り
落

ち
着
か
ず
、
胸
の
高
ま
り
を
覚
え

ら
徳
島
市
か
ら
小
渋
線
を
大
鹿
村

に
入
っ
た
よ
う
な
山
の
中
の
不
便

さ
を
感
じ
る
町
で
す
。
若
者
定
住

政
策
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取

り
組
み
等
努
力
さ
れ
て
い
る
中
で
、

彩
産
業
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
上

勝
町
は
昭
和
五
十
六
年
に
マ
イ
ナ

ス
十
三
度
と
い
う
異
常
大
寒
波
に

襲
わ
れ
主
要
産
業
の
み
か
ん
の
木

が
全
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
野

沢
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ワ
ケ
ギ
等

の
農
業
を
行
い
な
が
ら
当
時
J
A

の
農
業
指
導
員
で
、
昨
年
大
鹿
村

で
行
わ
れ
た
木
曜
塾
の
講
演
を
し

て
下
さ
っ
た
、
横
石
さ
ん
（
現
い

ろ
ど
り
副
社
長
）
さ
ん
が
昭
和
六

十
一
年
頃
よ
り
大
阪
の
寿
司
屋
さ

ん
で
ヒ
ン
ト
を
得
て
町
民
に
呼
び

か
け
高
級
料
亭
で
使
う『
つ
ま
物
』

の
生
産
（
紅
葉
、
柿
、
南
天
、
椿

の
葉
っ
ぱ
や
梅
、
桜
、
桃
の
花
）

な
ど
の
出
荷
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。
最
初
は
『
狸

じ
ゃ
あ
あ
る
ま
い
し
葉
っ
ぱ
が
売

れ
る
わ
け
が
な
い
』
と
馬
鹿
に
し

て
話
に
乗
ら
な
か
っ
た
町
民
が
、

当
初
の
四
名
か
ら
現
在
は
一
七
〇

名
も
の
彩
部
会
と
な
り
ま
し
た
。
八

十
歳
を
過
ぎ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
何

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
操
作
し
て
、

横
石
副
社
長
さ
ん
の
指
導
や
相
場

情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
葉
っ

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
際
行
っ
て
い
る

所
も
見
せ
て
い
た
だ
き
脱
帽
で
し

た
。
ち
な
み
に
栗
の
葉
っ
ぱ
一
枚

が
二
十
五
円
で
売
れ
る
と
か
。
い

ろ
い
ろ
な
葉
っ
ぱ
で
年
収
が
一
、

二
〇
〇
万
円
に
も
な
る
お
ば
あ
さ

ん
も
い
て
楽
し
い
仕
事
を
や
り
続

け
年
金
問
題
、
認
知
症
、
嫁
姑
間

の
ト
ラ
ブ
ル
等
、
全
部
心
配
な
い

と
、
生
き
生
き
と
輝
い
て
葉
っ
ぱ

を
採
っ
て
パ
ッ
ク
詰
め
に
し
て
い

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
都
会
に

出
た
若
者
が
戻
っ
て『
い
ろ
ど
り
』

の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
を
家
族
で
支

え
て
い
る
方
も
い
る
と
か
。
さ
ま

ざ
ま
な
苦
労
に
遭
遇
し
努
力
し
て

こ
の
事
業
を
成
功
に
導
い
て
こ
ら

れ
た
こ
と
は
横
石
副
社
長
さ
ん
の

様
な
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
け

れ
ば
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

上
勝
町
を
訪
問
し
て
み
て
大
鹿
村

に
総
て
当
て
は
め
る
こ
と
は
不
可

能
で
す
が
、
大
鹿
村
で
も
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
努
力
さ
れ
ご
活
躍
さ

れ
て
お
ら
れ
る
方
が
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
生
き
甲
斐
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
ら
人
間
て
終
わ
り
じ
ゃ

あ
な
い
か
な
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ど
ん
な
仕
事
で
も
趣
味
で

も
自
分
で
や
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と

を
力
の
限
り
継
続
す
る
こ
と
が
高

齢
化
等
の
社
会
問
題
、
家
庭
内
の

ト
ラ
ブ
ル
等　

変
わ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
も
思
い
ま

す
。
自
然
の
美
し
い
景
観
、
文
化
、

歴
史
等
、
様
々
な
財
産
を
持
っ
て

い
る
大
鹿
村
を
村
民
の
皆
の
知
恵

と
力
を
結
集
し
て
守
っ
て
行
け
た

ら
ど
ん
な
に
か
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の

総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ア
ス
ナ
ロ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
継
続

し
微
力
な
が
ら
大
鹿
村
の
活
性
化

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
幸
い
と

強
く
感
じ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
や
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

第
四
回
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
連
合
」
定
期
総
会
が
徳
島
県
上

勝
町
で
十
月
七
日
に
開
催
さ
れ
、

村
長
さ
ん
は
じ
め
役
場
の
担
当
職

員
、
観
光
協
会
、
農
業
委
員
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
私
も
ア
ス
ナ
ロ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
発
表
の
た
め

本
番
も
上
が
っ
て

し
ま
っ
て
話
そ
う

と
思
っ
た
こ
と
が

全
部
言
え
な
か
っ

た
り
も
し
ま
し
た

が
、
苦
労
話
を
伝

え
た
結
果
交
流
会

の
際
、質
問
に
あ
っ

た
り
激
励
さ
れ
た

り
で
、
つ
た
な
い

発
表
で
も
少
し
は

反
響
が
あ
っ
た
の

か
と
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。

　

上
勝
町
は
人
口

二
、〇
一
四
人
で

高
齢
化
率
は
四

九
・
二
％
で
、
丁

度
こ
の
辺
だ
っ
た

活動発表する吉川さん

80～90歳のおばあちゃん達がコンピューターを
巧みに操作し、葉っぱビジネスが大成功
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釜
沢
の
三
正
坊
と
い
う
と
、
耕
地
に
囲
ま
れ
た
古
墳
の
よ
う
な
小
さ
な
丘
が
あ

る
き
り
で
、
現
在
で
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
。
か
つ
て
は
こ
こ
に
茂
っ
た
森
が
あ

り
、
そ
の
中
に
舞
台
を
備
え
た
神
社
が
建
っ
て
い
た
。
夏
祭
り
に
は
、
こ
の
舞
台

で
歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。
今
は
亡
き
明
治
生
ま
れ
の
翁
達
が
九

〇
歳
近
く
な
っ
て
か
ら
も
、
自
分
の
演
じ
た
役
の
セ
リ
フ
を
そ
ら
ん
じ
て
く
れ
た

の
に
は
驚
嘆
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
そ
ん
な
翁
達
が
昔
の
祭
り
を
語
る
と
き
、

そ
の
時
代
を
懐
か
し
ん
で
は
決
ま
っ
て
遥
か
遠
く
を
見
る
よ
う
な
目
つ
き
を
し
た

も
の
だ
っ
た
。

　

三
正
坊
神
社
の
起
こ
り
は
室
町
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
も
と
も
と
は
「
古

宮
」
と
呼
ば
れ
る
土
地
に
、
宗
良
親
王
の
叔
父
、
妙
福
院
の
宮
を
祀
っ
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
妙
福
院
の
三
回
忌
と
な
る
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）

に
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
古
宮
は
江
戸
中
期
の
寛
延
元
年
（
一
七
四

八
）、
大
雨
で
小
河
内
川
が
洪
水
と
な
り
社
地
が
危
険
と
な
っ
た
た
め
に
、
下
の

川
原
、
大
島
地
籍
に
移
さ
れ
た
。

　

も
と
も
と
は
宗
良
親
王
ゆ
か
り
の
古
い
宮
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
が
ど
う

繋
が
る
も
の
か
、
三
正
坊
神
社
に
祀
ら
れ
た
ご
神
体
は
「
天
狗
」
で
あ
っ
た
。
三

正
坊
は
秋
葉
山
の
三
尺
坊
、
引
佐
町
奥
山
の
半
僧
坊
と
並
ぶ
兄
弟
と
い
わ
れ
、
そ

の
正
体
は
口
高
天
狗
（
か
ら
す
天
狗
）
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
天
狗
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
あ
る
。

　

昔
、
茂
介
と
い
う
乞
食
が
釜
沢
の
集
落
に
住
み
着
く
よ
う
に
な
り
、
い
つ
し
か

村
の
人
か
ら
山
番
な
ど
頼
ま
れ
な
が
ら
暮
し
て
い
た
。
そ
の
茂
介
が
不
思
議
な
こ

と
に
、
毎
日
夜
と
も
な
る
と
下
の
川
原
の
三
正
坊
神
社
に
出
か
け
て
い
く
。
怪
し

く
思
っ
た
村
人
が
後
を
つ
け
様
子
を
見
て
い
る
と
、
茂
介
が
お
宮
の
石
段
か
ら
誰

か
に
投
げ
ら
れ
る
格
好
で
放
り
出
さ
れ
、
起
き
上
が
る
と
ま
た
石
段
を
上
っ
て
行

く
。
そ
う
し
て
ま
た
投
げ
落
と
さ
れ
、
起
き
上
が
っ
て
は
石
段
へ
と
い
う
こ
と
を

一
晩
中
繰
り
返
し
て
い
た
。
し
か
し
誰
に
投
げ
飛
ば
さ
れ
る
も
の
か
、
村
人
に
は

相
手
が
一
向
に
見
え
な
い
。
不
思
議
に
思
い
そ
の
こ
と
を
茂
介
に
問
い
た
だ
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
三
正
坊
の
祭
神
で
あ
る
か
ら
す
天
狗
を
師
に
、
武
術
の
稽
古
に
励

ん
で
い
た
と
答
え
た
。
人
々
に
は
見
え
な
い
天
狗
の
姿
も
茂
介
に
は
よ
く
わ
か
る

ら
し
い
。

　

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
茂
介
は
ど
こ
へ
と
も
な
く
村
か
ら
姿
を
消
し
た
。
村
人

か
ら
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
い
う
頃
、
茂
介
は
天
竜
川
の
川
端
に
い
た
。
あ
る
夜
、

ひ
ど
い
雷
雨
に
打
た
れ
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
体
を
乾
か
そ
う
と
焚
火
に
あ
た
っ
て

い
た
茂
介
の
と
こ
ろ
に
、
山
吹
藩
の
家
来
が
二
人
、
偶
然
通
り
か
か
っ
た
。
ち
ょ

う
ど
新
し
い
刀
を
手
に
入
れ
た
ば
か
り
で
、
そ
の
試
し
切
り
が
し
た
く
て
う
ず
う

ず
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
み
す
ぼ
ら
し
い
ず
ぶ
濡
れ
の
乞
食
が
現

わ
れ
た
の
を
幸
い
と
、
乞
食
を
試
し
切
り
す
べ
く
切
り
か
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
意

外
な
こ
と
に
、
乞
食
は
白
刃
を
素
手
で
受
け
止
め
、
二
人
の
家
来
を
逆
に
ね
じ
伏

せ
て
し
ま
っ
た
。
ほ
う
ほ
う
の
態
で
逃
げ
帰
っ
た
二
人
の
話
を
聞
き
、
大
勢
の
家

来
が
や
っ
て
来
た
が
、
一
人
の
乞
食
を
捕
ら
え
る
ど
こ
ろ
か
手
も
足
も
出
な
い
あ

り
さ
ま
だ
っ
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
た
殿
様
の
お
声
掛
か
り
で
御
前
試
合
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、

山
吹
藩
の
中
に
は
こ
の
乞
食
の
茂
介
に
勝
る
剣
士
は
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
腕
前
を
買
わ
れ
、
茂
介
は
山
吹
藩
に
召
抱
え
ら
れ
、
武
芸
の
指
南
役
と
し
て

仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
ん
な
話
が
残
っ
て
い
る
く
ら
い
、
武
術
の
神
と
し
て
も
崇
め
ら
れ
た
時
代
が

あ
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
宝
物
と
し
て
三
十
六
振
り
も
の
刀
が
納
め
ら
れ
て
い
た

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
明
治
の
時
代
ま
で
は
三
正
坊
は
霊
力
の
あ
る
神
と
し
て
存

在
し
、
山
を
生
業
と
す
る
木
地
師
や
山
師
等
の
職
人
が
信
仰
し
、
ま
た
秋
葉
神
社

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
火
伏
せ
の
神
と
し
て
も
村
人
の
信
仰
を
集
め
た
。

　

松
山
義
雄
氏
の
『
山
国
の
神
と
人
』
と
い
う
著
書
の
中
に
は
、
三
正
坊
が
不
浄

を
嫌
う
気
難
し
い
性
格
の
持
ち
主
と
し
て
、
こ
ん
な
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
る
年
、
神
社
の
屋
根
を
葺
き
替
え
た
時
の
こ
と
、
そ
れ
ま
で
仮
宮
に
い
た
祭

神
に
葺
き
替
え
の
終
わ
っ
た
お
宮
に
戻
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
禰
宜
（
ネ
ギ
）
が

祝
詞
を
あ
げ
て
い
た
。
そ
の
祝
詞
が
終
わ
る
の
を
待
ち
き
れ
ず
、
村
の
若
者
達
が

打
上
げ
花
火
に
点
火
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
何
度
や
っ
て
も
火
は
点
か
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
禰
宜
の
祝
詞
が
終
わ
っ
た
途
端
、
そ
れ
ま
で
点
か
な
か
っ
た
花
火

が
見
事
に
点
火
し
て
打
ち
上
が
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
花
火
の
硝
煙
の
匂
い
が
嫌

い
な
三
正
坊
が
、祀
り
こ
み
の
終
わ
る
ま
で
花
火
を
上
げ
さ
せ
な
か
っ
た
か
ら
だ
、

と
村
人
は
信
じ
た
。

　

そ
ん
な
三
正
坊
ゆ
え
に
、
猟
師
も
硝
煙
臭
い
鉄
砲
を
担
い
だ
と
き
に
は
、
決
し

て
三
正
坊
の
前
は
通
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
殺
生
を
し
て
猟
か
ら
戻
る
と
、
猟
師
は

家
に
入
る
前
に
外
で
湯
を
沸
か
し
、
身
を
清
め
口
を
す
す
ぎ
穢
れ
を
除
い
て
か
ら

家
に
入
っ
た
と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

三
正
坊
神
社
は
、
戦
後
、
建
物
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
同
じ
集
落
の
宇
佐
八
幡

神
社
に
合
社
さ
れ
た
。
実
体
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
だ
け
に
、
謎
の
多
く
残
る

神
社
で
あ
る
。
し
か
し
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
の
話
を
聞
く
だ
け
で
も
、

盛
大
に
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
、
人
々
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
神
社
で
あ
っ
た
と
想

像
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、「
湯
立
て
」
も

お
こ
な
わ
れ
、
天
狗
の
面
を
か
ぶ
り
人
々
が
舞
台
に
上
が
っ
て
押
し
合
う
祭
り
が

あ
っ
た
と
い
う
。
押
し
合
う
ほ
ど
の
若
者
達
が
い
た
時
代
の
話
で
あ
る
。

　

往
時
の
賑
わ
い
は
何
処
に
か
消
え
、
合
社
さ
れ
た
宇
佐
八
幡
神
社
で
、
気
難
し

い
と
い
わ
れ
た
三
正
坊
も
息
を
ひ
そ
め
て
い
る
も
の
か
、
昨
今
の
三
正
坊
付
近
の

騒
が
し
さ
に
も
じ
っ
と
我
慢
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
れ
と
も
遠
慮
が
ち
に
ど
こ
か

で
苦
い
顔
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ろくべん館だより　　Vol.17

『三正坊神社』 
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国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象です

お忘れにならないように！！

１２月は、年末調整の時期です。給与所得者の方は、勤務先に各種

控除の書類を提出しますが今年中（平成２０年１月～１２月）に支払っ

た国民年金保険料をお忘れではないですか。

確定申告される方は！！

給与所得者でも年末調整を受けない

方は、確定申告時に忘れずに申告し

ましょう。

控除となるのは今年国民年金保険料を納めた次の場合です。
　○第１号被保険者として保険料を納めた期間（転職して次の会社に勤めるまでの間に納めた期間など）

　○過去に納め忘れた期間をさかのぼって納めた場合

　○保険料の免除を受けた期間をさかのぼって納めた（追納）場合

　○学生納付特例で猶予された期間を追納した場合

　○申告本人と生計が同一である配偶者やその他の親族の国民年金保険料を納めた場合

≪≪≪≪≪　年金の加入記録を確認しておきましょう≫≫≫≫≫

　年金手帳や基礎年金番号通知書に記載されている『基礎年金番号』により、現在の年金の加入記録を調べてもら

えます。

飯田社会保険事務所や、各機関の年金相談窓口開設日に相談に行きましょう。

全国共通電話番号「ねんきんダイヤル」（市内通話料金でOK、携帯OK）

　＊年金請求などの年金相談　（電話　0570-05-1165）

　　〈ＩＰ電話・ＰＨＳの場合は　電話番号は　03-6700-1165となります〉

　　注）携帯電話を利用される場合は全額発信者の負担となります。

受付時間　午前８時３０分から午後５時１５分まで（土、日、祭日を除く）

　　電話をおかけの際には、年金手帳または年金証書などをお手元にご用意ください。

　　社会保険庁では希望される方（50歳以上）に対して、年金見込額を知らせてくれます。

　　※その他詳しいことは、次の電話番号にお問い合わせください。

【ねんきん特別便専用ダイヤル】　電話 0570－058－555　（ねんきん特別便専用）

　　　　　　　　　　　　　　　ＩＰ電話・ＰＨＳ 03－6700－1144

【飯田社会保険事務所】　　　　　電話 0265－22－3641　（一般的な事項）
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土地・気象

土　地

周囲57�南北28�東西16�広ぼう
総面積に対する比面積

100.0％248.35�総面積
1.02.49耕　地
89.3221.77森　林
7.618.88原　野
0.20.48宅　地
1.94.73その他

松川町、豊丘村、飯田市、駒ヶ根市、中川村、伊那市、静岡市隣接市町村

（平成20年4月）

気　象

121110987654321年　月
191019101910191019101910191019101910191019101910区　　分
12.4 15.3 17.4 21.0 23.4 29.0 30.5 31.0 36.4 33.6 32.3 34.0 30.0 31.0 28.0 30.0 23.8 29.3 18.7 23.0 14.0 14.0 9.0 10.2 最高気温
-4.8 -6.8 -5.0 -4.5 1.6 -5.5 13.1 10.3 12.2 15.3 15.5 12.3 9.0 9.5 3.7 -8.0 -3.1 -2.5 -6.0 -7.5 -8.8 -11.5 -8.5 -12.0 最低気温
76.0 40.0 20.0 37.0 145.0 213.0 260.5 334.0 87.5 189.0 298.5 38.0 138.0 267.0 167.5 244.0 74.0 263.0 129.0 132.0 61.5 76.0 55.0 119.0 降　水　量

児童、生徒数の推移
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44 
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生 徒 数 

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

人口動態の推移

人口増減社会増減転出転入自然増減死亡出生区分
年

△102△112217105101929昭和45年
△49△4512883△41915昭和55年
△20△89183△122513平成元年
△42△226543△20233平成５年
△38△266741△12175平成10年
△39△266741△13218平成11年
△45△367236△91910平成12年
△12△45652△8157平成13年
△37△267044△11198平成14年
△50△386830△12164平成15年
△19△134532△6159平成16年
△35△133926△22242平成17年
△26△55449△21265平成18年
△40△234724△17236平成19年

住民基本台帳

警察・消防・教育

警察職員数受持人口受持世帯数所在地名　称

11,259556大鹿村大字大河原
６２８番地

大鹿村警察官
駐　在　所

平成20年4月1日警　察

厚生・衛生・福祉

１人当たり
保険税調定額

一人当り医療費（円）被保険者数
老人退職一般全体人員世帯数

38,087533,794324,324191,527348,630834423

平成19年度末国民健康保険

保険給付
受給者数

１人当給付額金額件数
530,602194,731,0257,217367

平成19年度末老人保健 国民年金

被保険者
第３号被保険者第１号被保険者総数

26
任意加入強制加入

224
5193

平成19年度末

計遺族か婦年金障害年金老齢年金
金額人員金額人員金額人員金額人員

452,621,1006421,247,900123,564,70027427,808,500614

平成19年度末年金給付状況　(搬出制)

消火栓防火水槽ポンプ積載者消防ポンプ自動車協力員団員班数分団数

159
10�　13
20�　39
40�    7

90313131

平成20年4月1日消　防
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77

66 69
71
76 76
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7880 81

65 65
5857 56

52

40
47 49 48

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

児 童 数 

※平成９年の気象数値がないため、平成10年の気象数値と対比

「数字」で見る大鹿村の姿
－村勢要覧－ 2008年



10

商業統計調査

国民年金合計計老齢福祉年金
金額人員金額人員金額人員

453,026,900643405,8001405,8001

平成19年度末年金給付状況　（福祉年金）

年間保険料（基準額）保険給付費要介護
（要支援）認定者

第１号
非保険者数

36,000128,719,33169650

平成19年度末介護保険

合併処理浄化槽簡易水道数簡易水道数
普及率処理人口全人口に対する比率給水人口

2
43.8%55293.0%1,171

平成19年度末村営水道

17年度生産物売払高作業場数作業員数(人)職員数(人)
7,074,861円

195
18年度生産物売払高本場１
4,782,645円分場１

19年度生産物売払高
5,263,838円

授産所

園　児　数
職員数

計女男
191184

平成20年4月1日保育所

交　通

道　路　（Ｈ20.4）
舗装率（％）舗装延長（�）実延長（�）路　線

100.0%31,003.931,003.91国　道
100.0%12,397.412,397.43県　道
60.9%74,599.0122,499.0142村　道
28.5%5,702.720,034.231農　道
60.6%52,250.086,123.012林　道

飯田建設事務所、役場建設係資料

諸車数　
二輪車

農耕用作業車
軽自動車

特殊車バス貨物車
乗用車

90cc　以上90cc　まで50cc貨物乗用乗用　小型
7158721488259329122429

地方事務所税務課、役場税務係資料（平成20年4月1日）

産　業

林野面積　
人工・天然林

除地未立木地伐跡地竹林
針葉・広葉樹林森林面積

天然林人工林総数広葉樹針葉樹総数総数
12,8258,79421,6192,0141207257,64013,97921,61923,785

＊針葉樹、人工林分には官庁造林分（409ha）を含む。

平成20年4月1日　役場林務資料　（単位:ha）

所有形態別森林面積　
私有林団体部分林村有林県有林国有林総数
5,2342,463696,8355688,61623,785

（平成20年４月1日）役場林務資料　（単位:ha）

工場数、従業者数、製造品出荷額等　
平成１9年平成１8年平成１7年

製造品出荷額対前年比製造品出荷額従業者数工場数製造品出荷額対前年比製造品出荷額従業者数工場数製造品出荷額対前年比製造品出荷額従業者数工場数
89.4%72,660万円52577.0%81,302万円627104.8%105,590万円838

税　金

地方財政状況調査

１人当り
税額(円)

村　　　税　　　　（単位千円）区分
その他固定資産税村民税収入総額年度

54,497 8,042 39,300 24,867 72,209 17
54,309 8,088 36,368 26,091 70,547 18
58,667 7,666 36,144 32,399 76,209 19

商店数、従業者数、商品販売数　
平成１6年平成１4年平成11年平成9年

商品販売額Ｈ９年対比商品販売額従業者数商店数商品販売額Ｈ９年対比商品販売額従業者数商店数商品販売額Ｈ９年対比商品販売額従業者数商店数商品販売額従業者数商店数
58.2%45,047万円5521121.6%79,004万円632383.9%64,981万円662377,466万円6727
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大鹿村国民健康保険・老人保健医療の医療費大鹿村国民健康保険・老人保健医療の医療費大鹿村国民健康保険・老人保健医療の医療費
　平成13年度～平成19年度における医療費の推移を示したものです。医療費の増加は国民健康保険税の引き上げに

つながります。また一般会計からの繰入金を増やすことになり、村の財政の悪化にも影響を及ぼします。このよう

なことを避けるためにも積極的に健康診断を受け、日常から健康づくりに努めましょう。

（１）医療費の推移

老人保健
（75歳以上　社保等含）

国保退職被保険者
（60～74歳）

国保一般被保険者
（0～74歳）

保険

年度 医療費（千円）医療費（千円）医療費（千円）

269,42220,29277,04613年度

244,64223,86660,74114年度

225,65223,21756,06215年度

231,63039,84764,17916年度

240,99254,14855,47217年度

219,16167,10759,78718年度

194,73160,00066,07719年度

300,000 

250,000 

200,000 

150,000 

100,000 

50,000 

0
13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 

単位：千円 

（２）一人当たり医療費の推移
老人保健

（75歳以上　社保等含）
国保退職被保険者
（60～74歳）

国保一般被保険者
（0～74歳）保険

年度 県内
順位

医療費
（円/一人当）

県内
順位

医療費
（円/一人当）

県内
順位

医療費
（円/一人当）

72564,82770244,47814217,03013年度

109500,29176243,52844173,54514年度

114479,09178207,29976152,34315年度

104521,68959297,36758179,77416年度

74568,37817368,35278153,23617年度

76557,6626404,25774167,47018年度

80530,60264324,32467191,52719年度

※１　県内順位は一人当たりの医療費の高い市町村順位です。従って順位の数字が大きいほど医療費は安く、良い結果となります。
※２　市町村合併により市町村数は平成14年度まで120ですが、平成19年度末現在　81市町村です。
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500,000 

400,000 
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0
13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 

単位：円 

一般（0～74歳） 

退職（60～74歳） 

老人（75歳以上 
社保等含） 

本 人 確 認 書 類 を お 忘 れ な く ！！ 本 人 確 認 書 類 を お 忘 れ な く ！！ 

証明書の請求時には身分証明等確認書類をお持ちください。 証明書の請求時には身分証明等確認書類をお持ちください。 
証明書交付時には本人確認を行ないますので皆さまのご協力をお願いします。
本年5月1日より戸籍法及住民基本台帳法の一部改正により、個人情報保護のため戸籍届出と各

種証明書の交付時に、本人を確認できる書類が必要となりました。

【１種類の書類で確認する方法　（写真付の書類）】
・①運転免許証・②パスポート・③外国人登録証・④住民基本台帳カード
　＊住民基本台帳カードは住民係窓口で作成できます（2週間程度時間が

必要です）
　＊手数料は住基カードのみ作成の場合は５００円です
【２種類以上の書類を組み合わせる方法　（写真なしの書類）】
・①健康保険証・②介護保険証・③年金手帳・④年金証書・など

窓口で申請の際に上記の書類等

をご提示していただきますので、

ご持参いただけますよう皆様の

ご協力をお願いします。

大鹿村役場　　　　
住民税務課　住民係
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新型インフルエンザの発生に備えましょう
　新型インフルエンザとは？

　「新型インフルエンザ」は、鳥などから人に感染したインフルエンザウイルス

が、人から人に感染しやすいように変異した新しい型のウイルスによって引き

起こされます。

　人はこのウイルスに対する免疫を持っていないため、短期間で世界的に大流

行するおそれがあります。今から発生した場合に備えておくことが必要です。

　実際に新型インフルエンザが発生したらどうなる？

■４人に１人が感染し、普通のインフルエンザに比べて重症化したり死亡する

人が増えることが予想されます。また、流行は８週間程度続くと思われます。

■学校や保育所等は、感染予防のため臨時休校となります。

■職場では、従業員やその家族の感染などにより最大４割程度が出勤できなく

なり、物流の停滞による食料品や生活関連物資の不足が予想され、経済活動

の大幅な縮小が余儀なくされます。

県内の被害予想

30万人～44万人受診者数

8千人～3万7千人入院者数

2千人～1万2千人死 者 数

※流行期間約８週間を想定

　想定される感染経路

感染者の咳やく

しゃみの中に含ま

れるウイルスを吸

い込むことで感染

　■飛沫（ひまつ）感染

ドアノブや手すり

などを介してウイ

ルスのついた手で

目・鼻・口に触れ

ることで感染

　■接触感染

※この他に、医療現場や密閉

空間などの極めて限定した

場では「空気感染」も想定

されています。

　新型インフルエンザにかからないためには？（予防方法）

・咳やくしゃみの飛沫を吸い込んだ

り、ウイルスの付いた手が鼻・口

に触れるのを防

ぎます。

・周囲の人にうつ

さないためにも

重要です。

　■マスクを着用しましょう 　■こまめに手洗い・うがいをし
ましょう

・新型インフルエンザは人と人とが

接触することにより感染が拡大し

ます。

　人との接触を避けるため、不要不

急の外出は控えましょう。

　■不要不急の外出は控えましょう

まずは、通常のインフルエンザ、風邪などの予防方法を習慣づけることが大切です。

・石けんをよく泡立てて、手首、手

のひら、手の

甲、指の間、

爪の間まで念

入りに洗いま

しょう。

　個人や家庭で今から準備できることは？

■感染を防ぐためには、不要不急の外出をしないようにすることが重要です。このため、発生前の今から、流行の

ピーク時に外出しなくてもよいだけの最低限（２週間程度）の食料品・日用品等の備蓄をしておきましょう。

■日頃から手洗い、うがいなどの感染予防策を身につけ、まずは通常のインフルエンザ予防を習慣づけましょう。

■家庭や職場で、大流行になったときの対応を相談しておきましょう。

※本資料の内容は、平成20年11月現在の情報をもとにしています。新型インフルエンザに関する情報は日々変化しています
ので、常に新しい情報に注意を払ってください。正しい知識を身につけ、落ち着いて対応することが大事です。
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　備蓄品の例（２週間程度の準備を）

　どんなマスクを使えばいい？

新型インフルエンザ発生時に一般的に使うものとして、「不織布（ふしょくふ）製マスク」が推奨されます。

主に「プリーツ型」と「立体型」があり、薬局やコンビニエンスストアなどで購入することができます。

■症状のある人が使用する場合

症状のある人の咳・くしゃみから出

る飛沫（ひまつ）により周りの人に

感染が拡大するので、飛散を防ぐた

めに、着用することが重要です。

■健康な人が使用する場合

流行期間８週間を想定した備えとして、１人あたり合計20～25枚程度（発症時用に７～10枚、健康時の外出

用に16枚）備蓄しておくとよいでしょう。

　もし、新型インフルエンザが発生してしまったら？

　■食料品

米
乾麺類
切り餅
コーンフレーク
乾パン
各種調味料
レトルト・フリーズドライ
冷凍食品
インスタントラーメン
缶詰
菓子類
ミネラルウォーター
ペットボトルや缶入り飲料

　■日用品・医薬品

常備薬（医薬、痛み止め等）
絆創膏
ガーゼ・コットン
解熱鎮痛剤（アセトアミノフェン等）
※購入時に医師・薬剤師にご相談を

　■通常の災害時のための物品

（あると便利なもの）
　懐中電灯　乾電池
　携帯電話充電キット
　ラジオ・携帯テレビ
　カセットコンロ・ガスボンベ
　トイレットペーパー
　ティッシュペーパー
　キッチン用ラップ
　アルミホイル
　洗剤（衣類・食器等）石けん
　シャンプー・リンス
　保湿ティッシュ
　生理用品　ビニール袋

　■対インフルエンザ対策

マスク
ゴム手袋
水枕・氷枕
漂白剤（次亜塩素酸）
消毒用アルコール

　国、県、市町村の提供する確実な情報等をもとに、新型インフルエンザに対する正しい知識を得て、慎重に

行動し、外出自粛など自らできる感染予防につとめましょう。

■感染予防方法（手洗い、うがいなど）を普段以上にしっかり行いましょう。

■人と人との接触をできるだけ少なくするため、極力外出をしないでください。やむを得ない場合はマスクを

着用するようにしてください。

■「感染したかも？」と思ったら・・・

　事前連絡なく医療機関を受診すると、待合室で感染を拡げてしまうおそれがありま

す。まずは、医療機関に電話をして相談してください。または、保健所が発生時に

開設する「受診案内・発熱電話相談」へお電話ください。

　国、県、市町村の対策は進んでいるの？

　国では、「新型インフルエンザ対策行動計画」（平成17年11月）及び「新型インフルエン

ザ対策ガイドライン」（平成19年3月）を策定し、対策全般の方針を示すとともに、検疫対

策、ワクチン研究開発等の対策を進めています。

　県では、抗インフルエンザウイルス薬の備蓄を行うとともに、「長野県新型インフルエ

ンザ対策行動計画（１次改訂版）」（平成20年5月）を作成し、市町村、関係機関との連携

による全県的な取組を推進することとし、10月には対策の実効性を高めるため対応訓練を

実施しました。

　市町村では、住民生活に直結した行政サービスの維持・確保や、高齢者等の災害時要援

護者に対する支援など対策を進めることとしています。

ドアノブ、手すり等に付着したウイルスが手を介

して口・鼻に触れることを防ぐことができます。

また、環境中に飛散されたウイルスが、マスク

のフィルターにある程度捕捉されます。

長野県衛生部健康づくり支援課　　　　　　　　(平成20年11月)
�026-235-7148　 FAX026-235-7170　 E-Mail：kenko@pref.nagano.jp
ホームページhttp://www.pref.nagano.jp/eisei/hokenyob/shininf.htm

プリーツ型 立体型
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被 害 者 相 談 窓 口 の ご 案 内 
ひとりで悩まないで…

　　生命が脅かされるほどおそろしい目にあった。
　　身体や心を傷つけられた。
　　身近な人が犯罪に巻き込まれて亡くなった。
犯罪の被害にあった後、人にはさまざまな反応が現れ、いろいろな症状に悩み、苦しむことがあります。

☆　事件を思い出して怖くてたまらなくなる

☆　自分が気を付ければ…と自分を責める

☆　緊張、動悸、食欲不振、イライラする

　こうした問題にひとりで思い悩む必要はありません。警察では、被害者の立場に立って、被害者の要

望に応えるための施策を進め、被害者の抱える問題を少しでも解決するよう努めています。

警察の被害者相談窓口
　警察は、各種の相談窓口を設けて、被害者本人やその家族からのご相談に応じています。

　専門の相談員や警察官が、被害者の不安や悩みなどの相談に応じ、適切なアドバイスをします。

　☆警察安全相談窓口　ＴＥＬ　026－233－9110　プッシュホンからは「♯9110」でつながります。

　☆女性被害者犯罪ダイヤルサポート１１０　ＴＥＬ　026－234－8110

　☆暴力追放ダイヤル　ＴＥＬ　026－235－1224

　各警察署でも相談電話、相談窓口を設けて被害者からの相談に応じていま

す。最寄りの警察署にご相談下さい。　（飯田警察署　22－0110）

民間被害者支援団体
　☆「長野犯罪被害者支援センター」飯田　0265－53－0783

　　犯罪被害にあった人やその家族のための、こころの支援センターです。

　　受付時間は土・日・祝日を除く１０時～１６時

　　（毎月第２・第４金曜日は１０時～１９時）

・小林　明さん　　平成２０年１０月１日付　法務大臣より委嘱発令されました。

・担当地区　　　　大鹿村地区

・人権擁護委員　　人権擁護委員は、憲法で保障されている国民の基本的人権、すなわち生命、自由及び幸福

追求等の権利が侵犯されることのないように監視し、もしこれが侵犯された場合には、そ

の救済のため速やかに適切な処置を採るとともに常に自由人権思想の普及高揚に努めるこ

とをもって、使命とする。（人権擁護委員法第２条）

＊峯澤　守さん　　任期満了により退任されました。永年ご苦労さまでした。

人権擁護委員の委嘱発令について

　の使命
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１月 大鹿村オールロケ　NHKドラマ「おシャシャのシャン！」全国放送 

３月 大鹿いちご生産組合組織スタート 

  歌舞伎教室発表会 

  JR東海リニア地質調査開始 

４月 長寿医療（後期高齢者）制度開始 

  特定健康診査開始 

  日本さくらプリンセスを迎えての大鹿さくら祭り 

５月 大鹿歌舞伎春の定期公演 

  育林祭 

  映画「Beauty」県内劇場公開 

６月 土砂災害全国統一防災訓練実施 

  南アルプス大鹿登山口開山式 

７月 民俗芸能と南北朝歴史浪漫のみち「秋葉街道」日本風景街道へ登録 

  北部ブロック日赤奉仕団役員研修会が大鹿村で開催 

  大鹿村消防団　飯伊ポンプ操法大会出場 

  大鹿中学校テニス中体連夏季大会長野県大会個人戦の部へ進出 

  大鹿村農業委員会委員改選 

  第17回中央構造線サイクリング大会 

８月 ふるさと大鹿応援寄付金募集開始 

  大鹿夏祭り2008 

  千葉市山村留学 

９月 松川インター大鹿線　滝沢トンネル貫通 

  「日本で最も美しい村大鹿・切り絵で発信事業」切り絵展開催スタート 

  福徳寺仏像が県宝指定 

  三伏峠お花畑鹿柵設置 

  保育所　安全基準適合遊具への入替 

  第２回「日本で最も美しい村・大鹿」フォトコンテスト募集開始 

  日本で最も美しい村連合「イタリアで最も美しい村」研修視察 

10月 生活支援ハウス建設工事着工 

  日本で最も美しい村連合総会（徳島県上勝町にて開催） 

  大鹿歌舞伎秋の定期公演 

11月 大鹿中学校テニス中体連新人戦長野県大会個人戦の部へ進出 

  第29回大鹿村産業文化祭 

12月 ａｂｎ・八十二ふるさとCM大賞最終審査参加 

平成２０年度の主な行事・出来事 イチゴ生産組合 さくら祭り 

滝沢トンネル貫通 

福徳寺仏像 

生活支援ハウス建設着工 

土砂災害防災訓練 

県民文化会館で 
切り絵展スタート 

お花畑鹿柵設置作業 

イタリアの美しい街並み 

中央構造線サイクリング大会 

大鹿夏祭り 

新しい保育所遊具 
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後藤　瑞稀くん 
平成19年1月5日生まれ 
慎治・麻美子（文満団地） 
とと（魚）が大好き 

（見るのも食べるのも）!! 

マイブームはジャンプと走ること。 

「げんこつ山のたぬきさん」ができ 

るようになりました♪ 

みずき 

前澤　芳隆くん 
平成19年1月12日生まれ 
江里子（沢戸） 
今年から保育所にお世話になって 

います。 

最初は泣けて仕方がなかったので 

すが、今ではとっても元気に通っ 

てます。 

よしたか 大森　将人くん 
平成19年2月21日生まれ 
利男・香奈美（文満団地） 
食べることが１番の楽しみなんで 

す～使使○笑 
いっぱい食べて　いっぱい遊んで 

元気に大きくなっていってね！！ 

まさと 

佐藤　あかねちゃん 
平成19年9月26日生まれ 
明穂・野花（文満団地） 
ご飯、漬物、みかんにりんご。 

お仕事、お出かけ、おままごと。 

メエメエ、モーモー、コッコさん。 

そしてお姉ちゃん。みーんな大好き。 

中川　伊歩紀ちゃん 
平成19年10月1日生まれ 
隆佐・佳代子（文満） 
音楽に合わせて踊るのが大好きな私!! 

さすが４番目はやることが違う!? 

お姉ちゃん、お兄ちゃん達のやるこ 

とをしっかり真似してます。 

（特に悪さを） 

いぶき 

村の行事予定 村の行事予定 村の行事予定 

12月 

16日　新聞紙収集日  

18日　その他プラスチック収集日 

20・21日　南アルプス世界自然遺 
　　　　　 産学術フォーラム 
　　　　　（南アルプス市） 

１月 

６日　びん・ペットボトルの収集日 

13日　スチール缶と鉄類収集日 

20日　ダンボール・牛乳パック収集日 

下旬　埋め立てごみ収集日 
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